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各担当教員より提示される 

授業の概要 
総合評価学実習とは、１-2年次に学習した基礎医学（解剖学・生理学・運動学など）や臨床医学（整形外科学・
神経内科学など）をベースとした理学療法評価に関する基本的・汎用的な知識や技術（理学療法評価学Ⅰ・Ⅱ，
理学療法評価学演習などで学習した内容）を，実際の現場（稼働中の医療・介護機関）において，実習施設に
勤務する理学療法士（臨床実習指導者）の指導・監督の下で、実際の症例を対象として実施することを体験す
る機会として設定されるものである。また、理学療法に関わる周辺業務や医療職者としてふさわしい態度や礼
節を学ぶための機会でもある。 
現場での実習期間は 6週間であり，実習の前後に学内で行われるオリエンテーションも本科目に含まれる。 

キーワード 到達目標 
臨床実習， 
理学療法評価， 
症例に対する検査・測定， 
臨床的思考， 
社会性 

＜臨床実習全体の目標＞ 
① 学内で学習した知識・技術を現場での実践を通して更に高めること。 
② 理学療法評価と理学療法の実践に関わる臨床的思考に触れること。 
③ 医療従事者としての礼節・態度・コミュニケーション能力を養うこと。 
＜本科目の行動目標＞ 
① 検査・測定や対象疾患に対する基本的な知識がある。 
② 医学的情報および環境を含めた社会的情報を収集できる。 
③ 症例に対して適切な検査・測定項目を選択することができる。 
④ 検査・測定を正確に実施することができる。 
⑤ 評価結果の記録を適切に行うことができる。 
⑥ 正確な専門用語の使用ならびに簡潔で客観的な表現ができる。 
⑦ 症例に関する「報告」を適切に行うことができる。 

学習内容 
 実際の医療・介護の現場において，スタッフの一員としてふさわしい礼節と態度で過ごす。 
 周辺業務を含む理学療法に関わるすべてについて，体験を通して主体的に学ぶ。 
 理学療法評価における基本的かつ汎用的な検査・測定項目を実際の現場で実際の症例に対して実施する。 
 検査・測定の他にも，実際の現場で実際の症例に関する全人的な情報収集を経験する。 
 臨床実習指導者とのディスカッションを通して，現場で業務に従事する理学療法士の臨床的思考に触れる。 

(具体的には，疾患種別に応じた検査・測定項目の立案や、検査・測定結果の統合と解釈，理学療法プログラ
ムの立案，ゴール設定など) 
 情報収集の結果や臨床実習指導者の臨床的思考を記録として文書にまとめる。 

受講要件 

２年前期終了までに開講される必修の専門科目および専門基礎科目の全ての単位を修得していること。 
レポート その他 合計 

0％ 出席およびそれを証明する提出物 
100％ 100％ 

教員からのメッセージ 

実際の業務に参加しながら学ぶことのできる貴重な機会です。主体的に学習に臨んでください。 

 


